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1

H

九



•

难

八

怨

(

1

0

五
〇
> 

雜
錄
山
臾
赉
の
經
濟
都
情

年
度
に
於
け
る
其の
®

®

は
約
一
一
脔
一
千
噸
にh
れ
i

 

ビ
云
ふ
o

山
琅
落
花
生
ば
合
油
量®

る
多
大
にb

て̂
 

均
四
割
乃
至
六
割R

達
す
ビ
云
ふo

其
製
油
は
肝
欖
油 

に
代
用
し
又
石
碯
製
造
に
利
用
せ
ら
る
 

>
の
み
な
ら
ず 

此
製
汕
搾
取
ょ
ヶ
生
じ
た
る
殘
摔
は
亦
颇
る
滋
養
分
に 

富
み
，
用
途
甚
だ.
廣
大
な.

り
'0
而
し
て
地
方
官
廳
の
中 

に
は
多
大
の
經
费
を
投
じ
て
之
が
栽
培
を
獎
勵
し
つ
V
 

6
る

も
の
'3
>

る
を
以
て
山
東
に
於
け
る
落
花
生
の
生
產 

は
將
來
數
年
の
間
に
於
て
尙
ほ
多
大
の
增
加
を
期
待
し 

得
可
き
も
の̂

る
可
し
。

山
東
に
於
け
る
大
豆
の
耕
作
は
世
人
の

1
般
に
想
像 

せ
る
が
如
く
廣
く
普
及
せ
る
も
の
に
非
ず
o

同
地
方
に 

■

於
て
産
出
せ&

る
、
大
豆
の
大
部
分
は
同
地
方
自
ら
之 

を
消
®
し
盡
す
の
實6

6

0又
河
南
及
び
山
西
ょ6
の 

大
S

輸
入
並
に
輸
入
せ
る
大H

の
加
工
精
製
は
山
東
鐵 

邋
開
通
の
餘
葸
を
受
け
て
年
々
歲
々
益
々
盛
大
に
赴
き 

重
要
な
る
齑
業
ビ
爲
り
つ
、
お
る
の
狀
ぁ6

0殊
に
中 

部
山
策
な
る
镚
平
、
昌
邑
、
濰
縣
、
フ
ァ
ン
ツ
ュ
ー
、
咍

第
<
號
.

1

四
。

馬
抱
等
の
各
地
に
於
て
ゆ
瓦
独
製
造
釔
目
的
マ

」

せ
る
小 

H

業
の
年
々
歲
ケ
著
レ
ぐ
發
達
せ
な
を
；見4 
o

S

汕
採 

取
の
方
法
は
未
だr
般
に
頗
る
幼
稚
な
る
を
免
れ
ず
ビ 

雕
も
中
杞« ,

近
世
式
0
機
械
を
應
用
せ
る
大
企
業
も
办 

ぅ
o

山
西
及
び
河
南
產
の
大S

百
斤
中
よ
6
は
八
.斤
の 

豆
油
ど
百
斤
の
哀
粕̂

を
得
可
ぐ
、
山
策
產
の
大
豆
茛 

斤
中
よ
ぅ
は
十
斤
の
豆
汕
マ

」

九
十
八
斤
のS

粕
を
得
可 

し
^
云
ふ
2 -

油
の
輸
出
先
は
主
ど
し
て
南
淸
地
方
な
れ 

ど
も
亙
粕
は
山
東
省
內
に
於
て
肥
料
ミ
し
て
用
ひ
ら
る 

、
の
外
日
本
の
水
田
及
び
南
淸
地
方
の
甘
蔗
農
場
用
e
 

し
て
®
に
輸
出
せ
ら
る
 

>

を
見
る
9 
•

....其
の他
靑
州
府
の
東
南
方
な
る
溪
谷
地
方
よ-

C
V

産
出 

す
る
胡
桃
及
び
無
花
*
は
ィ
ェ
ー
ユ
ァ
ン
及
ひ
武
定
並 

.

に
濟
南
府
の
灘t l
を
中
心
的
集
散
地
ビ
し
て
南
淸地
方 

に
輸
出
せ&

れ
、
其
の
額
年
々
一

一

十
五
离g

を
計
上
し 

又
南
部
山
東
よ
り
產
出
す
る
^
核
は
産
額
未
だ
僅
少
な 

れ
ど
も
、
靑
酸
含
有
量
の
璺
富
な
る
の
故
を
以
て
歐
洲 

に
.

於
け
る
化
學
工
場
に
於
て
大
に
歡
迎
せ
ら
る
o

山
來
に
於
け
る
牧
畜
業
は
颇
る
雜
に
し
て
殊
に
同
省 

の
南
西
隅
一
帶
の
地
方
に
於
て
は
牛
嘏
驢
馬
及
び
®

®

 

の
收
養
甚
だ
大
なる
^ ;

の
あ
k

o

:

暴
等
の
畜
類
殊R

生 

平
は
芝I

K

及
び
靑
島
の
一
一
雜
を
經
て
輸
出
せ
ら
る
\

も
. 

の
な
れ
ど
も
、
後
者
を
經
由
す
る
も
の
近
年
漸
く
多
か 

ら
ん̂

す
る
の
傾
向? >
办
ビ
云
ふ
0
牧
平
ょ
6
得
ら
る 

、
輸
出
生
產
品
中
正
に
第1.
^
位
す
る
も
の
は
牛
脂
に 

し
て
、
近
年
殊
に
急
速
の
進
步
を
な
し
>

I

八
九
九
年 

靑
島
を
經
由
し
て
輸
出
？
れ
れ
る
も
の
八
七
四
擔
に
過 

ぎ
ざ̂

V

し
に
一
九
〇
九
年
に
は
既
に
ニ
九
、
一
一
九
二
*

 

の
多
き
に
達
せ
る
有
樣
な
り
。
輸
出
先
は
主
ビ
し
て
歐 

洲
及
び
衆f
f
i露
領
R

し
て
、
石
碱
、.蠟
燭
の
製
造
、
塗 

擦
材
料
又
は
食
用
ど
し
て
使
用
せ&

る
、
も
の
な
ぅ
？

,豚
の
粗
毛
も
亦
近
年
大R

其
の
，產
額
を
增
加
し
、
輸 

出
總
額】

九
〇
八
年
に
於
て
旣
に
約
八
萬
海
關
兩
に
達 

せ
b

o

主
な
る
取
引
市
場
は
濰
縣
に
し
て
上
海
，
天
津 

筇
の
商
人
遠
く
出
張
し
來
$
て
貢
入
を
な
す

o

綿
羊
及 

び
山
羊
の
牧
養
は
西
部
山
東
に
は
之
を
見
ざ
る
も
來
部

飨
八
卷
0 
0
3L
+

一)

鄹

0

山
取
锴
の
經
澉
敬
愤

山
地
殊
に
金
嶺
鎭
の
地
方

】

帶
に
於
て
は
頗
る
盛
大
に 

し
て
羊
毛
羊
皮
は
靑
島
輸
出
品
ど
し
て
甚
だ
童
耍
な
る 

も
0.
に
厲
す
。
養
鷄
は
山
東
に
於
て
各
地

|
般
に
.之
を 

見
を
所
な
れ
と
も
,
就
中
西
部
及
び
西
南
部
山
琅
地
方 

一
に
於
て
殊̂

合
理
的
に
實
行
せ
ら
る
：
、
も
の
あ

6

0
一 

九
〇
八
年
度
に
於
け
各
輸
出
額
は
約
ー
一
十
一
萬
ニ
千
#

 

|

關
兩
に
上
れk

v
j

云
ぷ
？ 

'

|

農
業
的
エ
業
生
產
は
養a

業
^
麥
稈
編
物
業
な 

山
苽
湛
に
於
て
養
蠶
業
の
最
&
嬙
大
な
る
は
周
喔
地
方 

に
し
て
，
同
地
方
の
住
民
中
に
は
養
|
|
ビ
同
時
に
製
糸 

業
を
も
兼
營
す
る̂'

の
少
な
か
ら
ずO

絹
糸
の
■輸
出
は 

皆
芝
罙
及
び
靑
島
を
經#

し
て
抒
«

る
：
>
も
の
な
る
が 

\

靑
島
R

於
て
は
某
の
輸
出
は
殆
ど
全
く
支
那
商
人
の
#

 

中
に
属
し
、

：

芝
®
に
於
て
は
之
に
反
し
て
其
の
大
部
鋒 

は
歐
洲
商
人
の
手
に
存
せ6

0然
れ
は
靑
島R

於
け
る 

外
國
商
人
の
中
に
は
今
'尙
ほ
支
那
商
人
の
手
中
に
存
す 

る
此
山
東
絹
糸
の
輸
出
商
業
を
自
家
の
_

裡
に
奪
«:
ん 

ビ
苦
心
盡
カ
する
も

の

办

れ

ど

も

.ご

未

だ

成

煨

を

收

め

V

第

八

飙j

啩
一



粼
八
雄
：

(

I
G.
5

:!)

雜
錄
山
東
贫
の
經
濟
琪
情 

得
ざ
る
が
如
し
？
7
:-
:

!
:;
;
:
.
.
.
'
.

〈

. 

V ぐ
く
'
:
: 

麥
檄
編
觀
業
の
盛«
る
主
な
各
地
方
は
中
部11
1
東
0 

«

部
方
.面
即
ち
平
度
、
島
®
及
び
濰
縣
地
方
に
し
て
沙 

河
を
以
て
其
の
中
心
市
場
ミ
な
すo
:.近
來
此
副
業
の
有 

利
な
る
を
傅
聞
し
て
萊
*
及
び
镩
陽
の
雨
地
方
及
び
河 

南
*

の
：〗

部
広
於
.て
も
：
，之
が
產
出
を
見
る
に
.至
れ
る 

も
品
質
技
術
劣
等
比
し
て
遠
く
沙
河
地
方
產
记
比
す
对 

く
も
あ
ら
ず
ど
云
ふo
:
麥
轉
眞
田
の
輸
出
は
當
初
芝
衆 

を
經
由
し
れ
&

し
も
"
.輓
近
に
至
6

て
は
殆
と
全
く
靑 

岛
商
人
の
苹
を
經
て
狞
は
る、
に
至
れ
h

o 

.

.
靡
ち|

九 

〇
九
年
度
比
於
て
茏
罘
の
此
輸
出
は
僅
々
八
萬
海
關
兩 

に
過
ぎ
♦さ
る
に
然
る
に
靑
岛
に
於
て
は
旣
に
六
宵
莴
海 

關
兩
即
ち
獨
貨1

千
六
百
莴
馬
党
餘
の
輸
出
を
爲
し
、 

而
か
も
其
の
輸
出
額
は
年

V

共
に
益
々
增
加
し
づ
ゝ
叔 

•る
を
見
る
.0
' 
■

,

”

翦
之
山
苽
省
に
於
け
る
農
業
的
生
産
及
び
之
^
關
聯 

せ
る
各
稲
逄
業
の
钽
產
物
ぽ
單
に
膠
州
及
び
泛
泶
の
兩 

關
视
區
域
を
經
由
し
で
輸
出
せ
ら
る
、
も
の

V

A

R

t:

黟
A'

號

5

二

も
今
や
其
0

總
額
正
K

約
八
千
萬
馬
宽
に
達
せ
る
の
寧 

實
ぁ
&

;0
山
東
農
産
物
中
命
尙
ほ
舊
來
の
商
業
通
路
恭 

.
し
ぐ
ば
黄
河
，
大
淸
河
及
び
大
運
河
忙
侬
夺
て
國
境
外 

R

輸
出
せ
ら
る
、
も
の
年
々
數
千
噸
に
出
づ
.る
の
實
ぁ 

| 

6

0 

:
山
東
省
0

地
は
耽
に
|
一
 

千
$

西
离
乃
茧
ロ
.
|チ
莴
0
 

人
口
に
充
分
の
給
養
を
與
へ
つ
、
而
も
其
の
地
中
に
は 

何
ほ
求
だ
全
く
採
掘
：さ
れ
ざ
る
幾
百
萬
噸
の
鑛
物
の
®
 

伏
す
る
3>
ぅ
。
上
述
農
業
的
生
産
の
狀
態
の
上
に
觅
に 

此
等
の
事
實
を
併
せ
て
之
を#
察
す
る
時
は
®
人
は
必 

然
次
‘0.
.如
き
結
論
に
達
せ
ざ
る
を
得
ず
。
日
く
、
山m 

j

省
は
從
來
世
人1

般
の
信
想
る
が
如
き
貧
窮
の
地
方R 

| 

_
ず
^

0
現
に
今
日
に
於
て
飞
山»
省
は
旣
に
大
に
«
 

重

す

可

き

生

靡

カ

：を

，
有

し

丽

し

で

其

の

生

產

カ

は

適

切
 

„
な
を
利
用
を
爲
す
に
於
で
は
觅
忙
著
し
く
之
を
增
加
せ 

し
め
得
可
ぎ
も
0

に
屬
.せ
ぢ
0

果
し
て
然
&

ば
生
產
カ
，
 

增
進
の
爲
め
に
如
何
な
る
手
段
方
法
の
採
り
得
可
き
も 

の
ぁ
ら
や0

..

‘

農
業
的
生
產
カ
.の
僧
進
を
.歎

さ

し

む

：可

き

改

良

^

第
 

1

•步
は
如
何
な
る
點R
之

を

，求

む

可

き

か

^

®
.
へ

ぼ

ク 

農
産
收
獲
の
增
進
を
目
的
ど
せ
ぁ
施
設«
ち
是
：な
$
0
: 

而
し
.て
此
收
獷
增
加
め
目
的
を
達
す
る
が
餺.め
•に
は
、ニ 

，
途

の

依

る

可

き

も

.の

.あ
りO

 

一
«

#
理
.動
な
る
水
利
經 

.營
化
し
て
他
の
1
は
人
^

的
0

雜
肥
那
$

是
な
6

?
世 

，人
の
熟
知
せ
る
が
如
く
天
候
の
良
惡
は
收
獲
の
結
果
の 

上
に
偉
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も.の
|>
&

0
現
.に
山
3«
:
 

.め
農
段
が
年
々
歲
々
秋
收0
不
足
を
卿
ち
-

其
の
天
候 

k

滿
M

の
意
を
表
^

得
る
が
如
t

年
度
拟
殆
ど
之
を
見
ノ 

た
る
と
ど
な
き
の|

事
を
^

る
も
亦
之
を
知
る
可
しo 

| 

實
.に

阜

魃洪
水

：： ©

汜
濫
$

は
現
夸
甚
だ
し
く
山
東
のI 

食

業
.を
苦
し
む
る
ニ
大*
惡
れ
る
©

觀
3>
り
:°
然

れ

ど
Z

此
兩
惡
害
Y2
る
や
高
級
货
湛
は
於
て
進
で
適
當
の
施

\ 

設
R

出
づ
.る
•の
意
思
あ
る
忙
於.て
は
決
じ
.て
排
除
し
1# 

ぎ
患
の
害
惡
记
#

ざ
.る
な
^
N
o即
ち
先
づ
备
她
域
にa
 

.
§
t
適

宜

枝

流

を

有

，せ

.る”1.

系
の
運
河
系
統
を
設
け
、 

巢
魃
の
時
に
於
ヤ
は1

の
用
に
供
し
、
又
*
降
雨
過

:第
八
.怨

雑

 

'錄

山
.

f
の
經
濟
媒
情

量
0
瘍

合

に

.於

て

は

藤

水

麗

め

目

的

を

達

す

る

の

策
 

を
施
す
'は
農
寒
の
狀
_

を
健
全
な
&
レ
む
る
上
に
於
て 

最
も
.重
要
な
.る
一
要
#

S

S
は
ざ
.る
可
&

t

o
之
迖
11
J
 

.時
は
夏
期
旱
M

Q
.時

は

於

て

乾

涸

し

地

下

低

く

潜

流

す
 

る
河
流
も
亦
風
車
の
設
定'に
依
>
て
之
を
灌
酵
忙
利
用 

す
る
i

可
し
0

«
の
他
淼
秣
の
經
營
も
亦
水
利
間
題 

.•ざ
密
接
な
.■る
關
係
を
有
し
> 
重
•要
な
る
こ
マJ

亦
之
に
_
 

S

t

由
來
此
地
方
R

於
.け

る

住

.民

は

淼

林

を

濫

伐

し
 

て
山
腹
.に
於
け
る
地
皮
の
支
持
潜
れ
る
樹
裉
を
枯
死
せ 

し
め
た
.る
.
t以
て
其
..の

山

地

々

表

に

於

け

る

無

數

の

.沈 

激
物
は
何
等
の
支
障̂:
.
.̂
フ
.落

し

く

平

野

^

流

下

せ

ら
 

れ
.て
徒
に
砂
礫
の
川
床
を
傅
ふ
；て
放
流
.さ
れ
終
る
の
狀 

ぁ
‘

0
.惜
し
む
可
ぎ
の
茧̂

云
ぷ
可
^

9
 

然
れ
ど
も
田
野
0.
收
獲
を
增
進
せ
ん
が
爲
め
.杞
は
上 

述
の
如
く
水
刺
經
營0
改
善
を
計
る
ざ
典
记
、
灭

"
人 

卫
的
0.
施
肥
を
充
分
记
實
行
す
る
を
要
すo
而
し
て
現 

今
山
東
に
は
數
举
以
龈
多
炎0
苦
心
名
鏃
费
オ
を
投
じ 

ャ
其
.の
地
方
に
人
造
肥
料;0
販
途
を
開
柘
せ
ん
ビ
す
る

:

珞
<
號 

m

H
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1

0 .

五四
：
*

雜
錄
山
粢
赉
の
經
濟

¥ .

惝
.

企
劃
の
實
試
さ
れ
つ‘
、

あ

石

も

の

あ
6

0
就

:4
-
*觸
逸
:0 

加
里
聯
合
の
如
き
は
：遠
く
代
表
者
を
此
山
東
地
方
に
派 

遺
し
、
或
は
試
作.場
を
設
け
て
_

家

肥

.料

の

效

儺

を

例
 

示
-1
,
、
.
.
或

は

見

本

說

明

書

を

配

布

し

又

は

多

數

の

出

張
 

員
を
各
地
に
送
3

て
人
造
肥
料
使
用
の
傅
播
に
努
む
る 

等
苦
心
盡
カ
甚
だ
感
嘆
杞
値
す
る
も
の
あ
ぅ
。
最
近
に
. 

M
P

て
又
燐
酸
肥
料
の
：代
表
潘
も
亦
同
欉
の
營
業
方
#
 

を

取

り

つ

、

あ

る

も

の

 

> 如

し
:0
而

し

て

最

近

ニ

、
年

間 

に
於
け
る
經
驗
の
結
果
に
補
れ
ば
擧
ぐ
る
に
足
る

程
多 

量
の
人
造
肥
料
が
山
東
地
方
に
於
て
販
賣
さ
れ
得
る
に 

0
る
は
將
來
尙
ほ
少
句
か
ら
ざ
る
歲
月
を
嬰
す
可
し
S 

云
ふ
。

•

:

.

.

觅
に
典
山
東
の
農
民
に
し
て
將
來
合
理
的
水
利
經
營 

ビ
人
工
的
施
肥V 」

を
斷
行
す
る
に
至
&
ば
、
其
の
伸
張 

力
の
大
な
る
經
濟
的
勃
興
に
對
す■る
障
害
は
.此
に
全
く 

除
去
せ
&
る
可
し
ビ
雖
も
'
而
も
此
等
障
害
の
外
に
も 

狗
ほ
未
祀
其
の
經
濟
的
發
展
を
妨
害
す
る
原
因
無
き
に 

非
す
。
農
業
經
營
R
對
す
る
資
本
の
缺
乏
せ
る
こ
ど
は

姑
X

號

t

四
四

即
ち
其
の
1
に
し
て
又
土
他
所
有
權
の
多
ぐ
過
小
に
偏 

せ
旮
こ
ど
は
即
ち
其0
1
1な
办
0

元
來
此
地
方
に
於
て 

は
土
地
に
對
し
劣
子
相
續
人
の
均
等
相
續
權
を
認
む
る 

の
風
ぁ
る
の
結
果
、..本
來
結
#
^
,れ
3>
ぅ

し

農

®

も

相 

續
每
に
.益
々
零
砾
的
の
：小
農
踽
ド
分
割
焱
る
、
の
狀3> 

&

爲
に
農
圃
中
K

は
.過

小

に

失

し

，
て

殆

ど

〗

新

家

族

を
 

養
ふ
に
.足
ら
ざ
る
も
0
:甚
だ
少
な
か
ら
ず0 :

惟
ふ
に
此 

好
ま
し
か
ち
ざ
る
狀
態
は
遠
か&
ず
し
て
|大
變
化
に 

遭
遇
す
る
を
免
れ
ざ
る
可
ズ
、
而
し
て
其
の
變
化
は
！I 

に

今

日

豫

想

さ

れ

つ

.
、

ぁ

る

此
地
方
の
經
濟
的
®
^
の 

進
行
に
伴
ふ
て
：必
然
起
る
可
き
變
化
な
る
可
し
0

今
熟 

&

此
の
變
化
の
來
る
可
き
經
赂
を
雜
ふ
る
.に
大
要
次
の 

如
く
な
ら
ん
か
。
即
ち
先
づ
第
 

一
R

今
：

n

询
ほ
農
業
に 

聯

結

し

て

、
營

ま

れ

つ

\
i
 H

業

は

獨

立

の

工

業

ヾ

し

鴆 

$

現

在

：
の

小

エ

業

«

其
0

生
產
物
杞
對
す
る
餅
耍
增
加 

の
：結
果
i

し
て
益
々
大
經
營
S

な
hr

鑛
山
の
開
掘
は 

新
ft
に
多
數
の
勞
働
潘
を
麥
す
る
に
：
i>
y

、
又
斯

く

し
 

て
增
加
せ
.る
生
產
©
を
分
配
，す
る
の
局
に
當
.る
階
級
叩
，

達

園

^
^
^
^

:
’
■.
 

. 

.
:
"
t

;-
;

.;
'
.
-
w
c
-
. 

/

■'
.
 

.

パ
ぎ
ン 

z

.

:

‘ 

.

I

ち
商
業
經
營
者
も
亦
多
數
の
助
宇
を
要
す
る
に
至
る
可 

;D
o

然
れ
ど
之
が
減
め
に
必
要
ピ
な
れ
る
補
助
勞
働
者 

は
何
れ
も
之
を
農
拔
中
よ
り
招
致
す
る

Q

外
な
か
る
可 

<

>
 '

從
つ
て
農
民
®
級
に
於
け
ゐ
人
口
は
之
が
爲
め
に 

疏
*

ビ
な
>

、
農
民
の1

部
分
は
新
れ
な
る
營
業
方
面 

に
移
さ
れ
て
J-
b

に
小
農
则
は
人
ロ
過
多
の
重
荷
よ
$
免 

れ
”

農
業
的
小
經
縈
の
調
和
は
自
然
的
忙
行
は
る
>こ 

$

な
る
可
し
Q

就
中
殊
に
此
地
方
於
け
る
經
濟
發
達
の 

程

應

全

般

を

向

上

せ

し

む

る

，
の

原

因

^

な
‘る
も
の
は
鑛 

山
の
開
發
ぶ
る
可
し0
律
傭
鐵
道
の
沿
線
並
に
今
尙
ほ. 

針
働
中
な
る
高
密
^
洲
府
鐵
道
の
沿
線
な
る
未
開
發
の 

...

鑛
多
:0
顧
山
の
^

、
'
金
嶺
m

內
な
る
錙
也
:0
鐵
鑛
曝
は 

又
艚
に
集
の
存
在
最
に
於
，て
.
將
た
又
其
の
成
分
长
於 

て
览
る
«

^

«
る
も
の
あ
る
の
み%
ら
す
.ノ
フ.

ン
山
よ 

-CS

頗
る
礙
良
な
る
酸
炭
め
供
給
せ&

る

、

も

の

わ

る

を
 

以
て
此
有
利
な
る
四
圍
の
琪
情
を
利
用
乙
て
茲
に
製
鐡 

所
^

製
鋼
事
業
€

を

設

立

す

る

に

於

て

は

"
へ

一

朝

に

し 

て
故
ち
に
中
部
山
艰
に
於
け
る

一

太
工
業
中
心
地
の
现

馆

八

卷

(

一
0

3L
5L)

雜
錄
山
來
翁
の
經
濟
雖
情

出
を
見
る
可
く
"

同
時
.に
又
數
4
-0-
住
民
«

此
に
，新
な 

る
就
職
の
機
會
を
得
る
に
至
る
可
し
。
：若
し
夫
れ
其
0: 

组
産
物
れ
る
.製
鐵
及
び
鋼
鐵
の
需
要
如
何
に
至
つ
て
は 

廣
大
な
る
日
本
及
び
克
那0
ニ
國
の
市
場
の
存
する

を 

以
て
敢
て
憂
ふ
る
に
足&
ざ
る
一
可
し
。

要
之
、
山
*

‘«
に
於
て
は
今
や
正
に
近
年
ま
で̂

^
 

夢
«

だ
に
せ
ざ
ぅ
し
非
常
に
有
擧
：.«
る
，
將

來

の

發

_

の 

眼

前

に

現

は

れ

來

.れ
，
る

も

の

^

6

0
輸
出
贸
易
の
■
く 

可
き
發
逮
は
正
に
典
內
地
に
於
け
る
一
大
經
濟
的
*

®
 

め
進
.行
を
示
.せ
る
最
初
の
曙
光
は
外
な&
ず
。
.此
變
_
 

の
影
響
は
旣
に
幾
分
か
：靑
島
の
上
に
現
は
れ
來
れ
6

0 

而
b

て
將
來
に
於
て
«.
_

々
，
著

し

く

現

は

.
れ

來

る

な

る
 

可

し

。

.

然

れ

ど

此

，
翻

濟

的

發

逯

が

第

 

一
R
 
§

0

0

0
 

に

歸

す

可

し

吾
^

之

を
:®
^

名

：
を

得

中

。
：
蓋

.し山
.： 

m

に

於

け

る

海

外

«

^

の

重

心

點

が

何

れ

の

地

に

歸

着
 

す
可
き
や
は
過
去
數
月
の
間
に
吾
人
の
經
驗
せ
る
所
ょ 

6

し
て
容
易
に
之
を
豫
想
し
得
可
け
れ
ば
な6

0
勿
論 

芝
罘
«

其
の
地
理
上
.0
位
遛
@
然
の
結
娘
ビ
し
て
將
來

第
八
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一
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六
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雜
、

錄

山

.
取
#

の
經
1

情

に
於
て
も
輸
出
質
葛
上
多
少
®
耍
な
る
地
位
を
占
む
る 

な
る
可
し
ど
靡
も
、
其
の
他
の
點
に
於
て
は
芝
衆
の
發 

達
は
現
在
以
上
復
拕
多く

進
む
所
な
か
る
可
し0
怒
衆 

R
.は
當
今
尙
ほ
從
來
久
し
ぐ
其
の
地
に
定
住
せ
る
商
人 

f

o

而
し
て
其
の
商
人
は
深
ぐ
後
方
の
內
地ビ
舊
來
一 

の
聯
絡
を
有
甘
る.も
の
ぁ
.

C
N

O

岛

々

叉

其

の

位

置

が

南

'
,

j 

方
及
び
北
方
の
諸
满
に
對
す
る
舟
運
交
通
に
取
ぅ
て
颇
.

一 

る
便
宜
:̂
る
も
の
办
る
こ
マj
も
べr

倚
ほ
阪
然
ビ
し
て
舊 

の
如
じ
o
.然
^

雖
も
靑
島
に
，於
け
る‘商
人
*

亦

決

しj 

て
拱
手
傍
観
す
るも

の
に
非
ず
o

歲
月
の
經
過̂

共
に 

漸
次
某
の
’活
動
を
進
め
.て

內

她

各

方

新

た

な

る

然 

か
も
^

固
’な
る
聯
絡
を
確
立
せ
.
.
而
し
て
其
の
聯
絡 

れ
る
や
頗
る
固
ぐ
且
つ
永.續
的
な
れ
ば
、
其
の

競

泰

考I 

ft
,る
S

^
か
最
近
益
々
重
要V
V5.
5
,
.つ
>

P
る
彼
の
^

一
 

S

濰
縣
間
の
鐵
道
の
後
援: ^

以
て
ず
る
も
之

を
切
斷
奪 

取
す
る
を
得
ざ
る
可
しO

從
つ
て
此
鐵
道
の
擻
設
も
靑 

島
に
収
6

て
は
決
し
て
徒̂

恐

怖

す

可

き

も

の

^
非

ざ
 

る
な
6

0
後
方
內
地
よ
ら
我
殖
民
地
に
對
し
て
行
は
る

,

.

;

.

第
：八
蹿；
' 

1

四
六
''

>
商
業
は
旣
に
十
個#

以
來

_
便
刺

.
に
し
て
然
か
も

«

然
，
 

た
る

線
路
0

上
妃
行
は
れ̂

>

ぁ
办

0
 

j

朝
^

し
て

H 3 

商
業
を
其
の
舊
來
の
線
路
以
外
^
脫
出
せ
し
む
る
が
如 

き
は

容
易
の

業
.に
_

t *
o

.

.
若

し

强

い

て

之

を

腺

出

せ

し
 

め
ん̂

ず
れ
ば

其

の

：商
業
に
與

ふ

る

.に

大

恩

恵

大

使

利
 

を

以
て
せ
ざ

，

る

可

か

ち
^

る

も

、

併
し
满
灣
な
き
0

繁 

は
到
底
斯

る

恩

恵
を
供
す
る

を

得
ざ
る

可

し

。
1)
1

1

ふ
る 

R

靑
島
は
其
の
地
理±

の
位
置
ょ
6

し
で
自
ら
最
も
便
. 

宜

に

貨

物

の

交

換

を

完

結

處

理

し

得

可
§

地

た

る

の
.
實
.
. 

J>
る
な
ら
。.
.然

れ

ど

靑

島

及

び

其

の

前

衛

地

'.た

る

濟

餌
 

府
fc

於
け
る

外

國

商

人

は

尙

ほ

他

に

果

た

す

可

き

Y
.

大 

任

務

を

有

せ

此

任

務

た
る

や

確
に
此
等
商

人

の

充 

.

分

自

覺

し

居

る
.

所
f
cし

で

他

な

し

。：

彼

等

商

人

は

單
R
 

帘
和
的
a

濟
的
に

山

東

省

に
.侵
.入

せ

る

の

み

に

て

止
>

 

可

き

に

非

.す

o

爾
今
M

に

遠
く
其

の

眼
梵
を

懣

炉

の

後
 

*

內
*|
1

'

^

注

か

ざ

る

可
&

ざ

る

こ
^J

即

ち

是
2

 

h

o

项 

今
更
に1
層

鐵

道

網

を

搬
張
せ
ば
其
の
鑛
張
は青

島
商 

人

の
爲
め
に
新

た

な

る

，商
業
の
機
會
を
與
ふ
可
く
、而
，

I
. I

し
で
其
の
新
機
會
が
靑
島
の
爲
め
祀
如
何
杞
重
要
な

る 

も
の
ぁ
る
炉
は
當
今
未
た
容
易
代
想
像
し
得
ざ
る
所
な

.
 

な
可
し
0

.
 

'

.

惟
ふ
に
鐵
^

網
0

建
.設
を
翼
進
す
る
支
那
政
府
の
健 

傘
な
る
經
濟
政
策
は
靑
島
を
根f

せ
る
獅
逸
の
-
«
: 

の
文
化
政
策
の
有
カ
な
る
後
援
ビ
相
俟
ち
て
、
山
策
省 

龈
に
其
0 .

後
方
內
地
.に
於
け
6'
經
濟
的
#

«

を
促
«

す 

る
な
る
可
し
o

吾
人
は
敢
て
获
に
文
化
政
策
ビ
沄
ふ0 

興
の
理
由
他
‘な
し
Q

或
る
人
.民
を
し
て
外
國
商
品
に
對 

す

‘
る

購

實

能

カ

を

得

せ

し

め

且

ゥ

其

め

人

民

の

生

產

能

一
 

力
‘を
增
進
せ
し
む
る
唯1

の
方
法
は
其
の
人
民
亿
敎
ふ 

る
に
從
來
ょ
り
も1

層
高
等
な
る
生
活
程
度
を
以
て
す 

る
に
外
な
&

す
、
而
し
て
生
活
程
度
の
此
向
上
は
人
間 

內
部
の
向
上
^

離
る
可
ら
ざ
る
も
の
なa
ば
な
6

0

普

國

行

政

法

上

涸

人

の

地

位

丨

村
.田

岩

次

郞

古
代
希
臘
哲
學
者
の
說
に
從
ベ
ば
、
國
家
は
全
體
で
ぁ 

、各
人
は
全
體
め
部
分
负
わ
るV
へ
而
し
て
眞
に
猿
在 

す
る
も
の
ば
全
體
で6:
つ
て
#

人
は
本
來
別
'個
獨
立
の 

存
在
を
有
す
る
も®;
で
な
い
ビ
す
る
の
で?>
る
が
、
自 

然
法
歌
者
の
說
ぐ
所
は
之
^
全
く
趣
を
異
に
し
て
居
な 

即
ち
自
然
法
歌
奢
は
國
家
®
前
に
無
法
律
の
自
然
狀
磁 

を
想
定
し
"

國
家
は
自
然
狀
態
.に
狂
る
谷
人
の
契
約
に 

基
い
て
成
立
す
る
も
の
で
わ
忽
ビ
す
る.
0前
者
は
先
づ 

國
家
の
全
稆
花
を
認
め
て
然
る
後
個
人0
部
分
的
存
在 

を
承
認
し
"
後
者
は
個
人
の
全
存
在
を
認
め
て
然
る
後 

國
家
の
成
立
を
谈
認
す
るo 

,併
し
實
を
云
へ
ば
，
個
人 

の
前
に
國
家
が
ぁ’る
の
で
も
な
く
、
又
國
家
の
前
に
個 

人
が
?>
'
る
の
で
も
な
ぃ
6 

個
人
S

は
同
時
に
併

第
八
，潴

(
1

0

五
七

)

，
雜

-
錄

婢
國
行
政
法
上
個
人
の
地
位

笫
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